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730,510 円

730,000 円

833,447 円

514,000 円

608,182 円

608,000 円

事 業 概 要
　地区内外の住民との交流を図ることを目的に、ひまわり農園（不
動牧場跡地）にひまわりの種を蒔き、お盆時期に満開となるよう育
成管理を行った。
　また、冬の不動地区をPRするため、「灯の回廊」として不動ミニ
キャンドルロードを開催した。

事業評価・今後の活動の見通し
　ひまわりの育成は、8月の台風の影響により残念ながら根本から
倒れてしまったが、種まきにおいて多くのボランティアの協力が得
られ、地区内外の交流の機会となった。また、今年度のミニキャン
ドルロードも多くのボランティアに協力をいただき、積雪と天候にも
恵まれ、過去最高の来場者となった。
　今後も地域内外の人との交流を図り、名立区、そして不動地域が
元気になるような事業を継続していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№03 2021年ふるさと交流事業

まちづくりの推進 不動森あげ米かい

№02 名立区いきいきサロン運営事業

健康・福祉の向上 名立区いきいきサロン運営協議会

事 業 概 要
　名立区内8地区において、地域の高齢者の閉じこもり防止や健康
の維持、介護予防を目的に、健康チェックや運動、趣味活動、茶話
会などを行う「いきいきサロン」を年間を通して実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　延べ333人のボランティアに協力をいただき、区内の8団体で年間
87回の「いきいきサロン」を実施し、延べ654人の利用があった。
　高齢化の進行に伴い、高齢者の閉じこもり防止や健康の維持、
介護予防に果たす「いきいきサロン」の役割は大きいものと考える
ため、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、新しいサロン
スタイルを工夫しつつ継続実施していきたい。

事　 業　 費

　熊の出没が多くみられる名立区において、安全かつ効率的に有
害鳥獣駆除を行うため、熊捕獲用罠を新規購入してパトロールや
駆除活動を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　広報の活用や看板設置等を通して住民への啓発活動を行ったこ
とで、有害鳥獣に対する住民の意識を高めることができた。
　また、今年度は上越市鳥獣被害対策実施隊として前年度よりパト
ロール回数を増やして実施し、7月から12月の間で5頭の熊を捕獲
することで、地域の安全安心を確保することができた。
　今後も地域の安全安心に貢献していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

名立区

№01 熊捕獲用罠と関連商品購入事業

環境保全・景観形成 一般社団法人　新潟県猟友会西頸城支部名立支会

事 業 概 要
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674,653 円

655,000 円

279,576 円

242,000 円

257,704 円

257,000 円補 助 金 額

№06 ふるさと不動地区・水源の森共生事業

環境保全・景観形成 不動を創る会

事 業 概 要
　市内最大といわれる水源地の森林地帯を地域資源として活用
し、不動地区を活性化するため、昨年度復元した炭焼き窯を用い
た炭焼きの実施や、不動山登山、ブナ林の散策、キノコの駒打ち
体験等を通じてこの森林地帯を知ってもらうイベント「みずの森フェ
スティバル」を開催した。

事業評価・今後の活動の見通し
　昨年度地域住民の協力を得て復元した炭焼き窯を用い、4回の
炭出しを行うことができた。また、宝田小学校の総合学習におい
て、炭焼きの現地学習や、森林地帯の説明を行うことができた。
　「みずの森フェスティバル」では、約100人の参加があり、不動地
区の森林地帯を知ってもらう機会とすることができた。
　今後もこの森林地帯を活用したイベントの充実を図り、この地を
発信していきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　名立駅の利用促進と、名立駅を拠点とした地域活性化を目的に、
駅のホームや待合室の美化、環境整備活動や待合室の飾りつけ、
名立駅MS作戦だよりの発行を行うとともに、MS作戦10周年を記念
した駅前縁日、駅からウォークや小春日和コンサートといったイベ
ントの開催など、年間を通して駅を拠点とした活動を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　クリーン活動やMS作戦10周年を記念した駅前縁日、各種イベント
には多くの方からの参加があり、楽しんでもらうことができた。ま
た、名立駅MS作戦だよりを6回発行することで、活動を広く地域へ
発信することができた。
　今後も安定的かつ継続的な鉄道運行を望む地域として、活動を
続けていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№05 名立駅マイ・ステーション作戦事業

まちづくりの推進 名立駅マイ・ステーション作戦実行委員会

№04 名立区の魅力を創造し発信する事業

環境保全・景観形成 NPO法人　名立の100年後を創造する会

事 業 概 要
　写真を通して名立区の魅力を市内外に広く発信することを目的
に、プロの写真家を招いての撮影会や、名立区を題材とした写真コ
ンテストを開催した。
　また、写真コンテストの応募作品を活用した作品展を開催し、多く
の方から名立区の風景を鑑賞してもらった。
　このほか、名立区の美しい自然を再発見することを目的に、「名
立谷浜IC前の景観整備」と「謙信公祭の狼煙上げ」を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　撮影会には18名が参加し、写真コンテストには昨年を上回る55点
の応募があり、作品展には86名の来場があったことから、多くの方
から写真を通して名立の魅力を感じてもらうことができた。
　また、謙信公祭の狼煙上げでは、うみてらす名立から見える場所
で狼煙上げを実施し、同施設からも観賞してもらうことができた。今
後も様々な事業を通して名立区の美しい自然を守っていくととも
に、広く地域内外へ発信していきたい。

事　 業　 費
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668,152 円

635,000 円

618,860 円

584,000 円

217,481 円

201,000 円

事 業 概 要
　地域の居住環境の整備と活動を通じた住民同士の交流を図るこ
とを目的に、町内の空き地を活用した横町セントラルパークの花壇
の土の補充を行うとともに、チューリップの球根植えを行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　町内住民の協力を得て、公園の管理を行ったことで、今まで以上
に町内の一体感が高まった。
　今後も町内住民の理解と協力を得ながら、公園づくりを進めると
ともに、公園を活用したイベントを開催していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№09 横町セントラルパークづくり事業

環境保全・景観形成 横町山・川町内会

№08 名立中学校野球部活動支援事業

子どもの健全育成 名立中学校野球部保護者会

事 業 概 要
　破損等している名立中学校野球部の活動に必要な器具（ピッチン
グマシーン、集球ネット）を整備し、安全で効率的な練習を行うこと
で、生徒の人格形成や体力向上などを図った。

事業評価・今後の活動の見通し
　動作不良のあったピッチングマシーンの更新により、安全かつ安
定した練習ができるようになった。
　また、集球ネットの整備により、安全性の向上に加え、守備練習
時の送球の的とするなど、汎用的な使用により、技術向上の一助
となった。
　今後も整備した器具の利用により、新たな技術の習得や、より一
層の鍛錬を行い、生徒の人格形成につなげていく。

事　 業　 費

事 業 概 要
　名立区のPRと子どもたちが地域を考えるきっかけとして、名立区
内を走る市営バスに、ゆるキャラの「名五美ちゃん」（平成24年度宝
田小学校児童考案）のほか、宝田小学校児童が考え、デザインし
た、名立区の春夏秋冬と海山に関連したイラストをラッピングした。
　また、ラッピングしたバスを周知するため、児童のコメントを入れ
たPRチラシを作成し、区内全戸配布を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　宝田小学校児童が、名立区をPRするためのデザインについてア
イデアを出し合い、検討したことで、地域への理解と愛着が深まっ
た。
　また、出来上がったバスが、区内のみならず他校への貸出などで
区外を走ることにより、名立区のPRにつながった。
　今後も名五美ちゃんを活用して、名立区のPRや子どもたちが郷
土愛を育む活動を行っていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№07 名五美ちゃんde名立区を元気に！事業～みんなが乗ってるバスでPR～

子どもの健全育成 宝田小学校PTA
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168,935 円

165,000 円

108,619 円

101,000 円

№11 名立の歴史を紹介するマップを作成し発信する事業

観光振興 ふるさと名立のくらしと文化伝統を語り継ぐ会

事 業 概 要
　名立区の歴史的に由緒あるお寺や宿屋を紹介するマップを作成
し、名立区の歴史を次世代に継承するとともに、施設への設置や、
新聞折り込み、Jネットでの配布を通じて、広く歴史愛好家の来訪を
促した。

事業評価・今後の活動の見通し
　完成したマップを区内の全戸と、小中学校や公民館に配付するこ
とで、歴史を次世代に継承するとともに、うみてらす名立への設置
や、新聞を通じた広報、Jネットで広く区外にPRした。
　今後は、マップと連携した街中への看板設置や、歴史に関連した
特産品の開発等を呼びかけ、名立区の歴史をPRしたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

№10 名立区老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会事業

健康・福祉の向上 名立区老人クラブ連合会

事 業 概 要
　コロナ渦においても、心身の健康維持と、運動不足の解消や会
員同士の交流機会を創出するため、高齢者でも手軽に屋外で楽し
むことができるグラウンドゴルフ大会を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　大会に向け、屋外でグラウンドゴルフの練習を行うことで、健康維
持を図ることができた。また、大会では、60人が参加して熱心に競
技に打ち込むとともに、互いに応援やサポートをすることで、会員
同士の交流と親睦が深まった。
　今後も春から秋にかけて練習をすることで、健康維持を図るとと
もに、競技を通じて会員同士の交流を深めていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額
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